
 

 新橋地区社会福祉協議会は、昨年に引き続き第 3 回新

橋竹灯籠祭りを下記日程で開催します。昨年は連合自治

会館広場に 100 基以上の竹灯籠を灯して皆さんに夏の

ひとときを楽しんで頂きました。 

 

 ＜第 3 回新橋竹灯籠祭り＞ 

  開催日 ： 8 月 22～24 日の 3 日間 

  点灯時刻： 18 時 30 分～21 時 

  場所  ： 新橋連合自治会館広場 

  模擬店 ： 飲み物、アイスクリーム、焼き鳥等 

  駐車場 ： 有り（但し台数制限があるので、でき 

る限り自転車・徒歩でお出かけください） 

 
 今年は 7～8 月にかけて全 6 回の竹灯籠制作ワ
ークショップを開

催し、100 人以上の
地区住民やいずみ
野中学生が思い思
いの図柄の竹灯籠
制作に参加する予
定です。連合自治
会館広場には 150

基以上の竹灯籠が灯り、 
昨年よりも華やかなものになり、会場設営も一工
夫され、昨年とは違った趣の会場となりそうです。 
  
 

 

 

 新橋の名所中丸家長屋門の対岸に、新橋郵便局裏に憩
．

いのまほろば
．．．．．．

という小さな広場があります。広場には東

屋があり、花壇には四季折々の花が植えられ、散歩の途

中で一休みするのに絶好のポイントです。この広場周辺

を長年にわたり清掃や環境整備を続けている憩いまほ

ろば水辺愛護会（木村潔会長）が、このほど日本河川協

会から「河川功労者表彰」を受賞されました。水辺愛護

会は毎月第 2 日曜日に広場周辺の草取りや、トイレの清

掃管理、樹木の剪定、花壇の整備などの活動を行ってい

ます。私たちが気持ちよくこの広場を利用できるのは、

このように皆さんの活動があるからこそです 

 

 
 

昨年は模擬店が飲み物だけで寂しかったです
が、今年は規模をやや増やし飲み物、アイスクリ
ーム、焼き鳥などを販売する予定です。 
  
今年は、恒例行事

であった新橋連合
自治会夏祭りが中

止となり、楽しいイ
ベントが一つなく
なりとても残念で
すが、この竹灯籠祭
りで一味違った祭り 

の雰囲気を楽しん

で頂ければと思い
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改めて受賞のお祝いと、今までの活動に感謝したいと思

います。 
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題字は新橋下自治会の故大貫芳夫氏  

第 3回新橋竹灯籠祭りが開催予定（8/22～24）    新橋地区社会福祉協議会 

 

 

  新橋地区社会福祉協議会  

憩いまほろば水辺愛護会が表彰 

       

 

昨年の竹灯籠祭りの様子 

昨年の竹灯籠祭り全景 

昨年の竹灯籠祭り様子 

地域住民による竹灯籠制作風景 

愛護会の皆さん 

愛護会の活動の様子 



                     
 
 ６月５日、新橋小学校で田植え体験が行われました。

指導員は新橋町にお住いの渡辺、志村、木村の 3 氏。田

植えを体験したのは 5 年生全員の 95 名。 

 8時 30分過ぎに渡辺さんの

説明が始まり、田植えが始ま

りました。水田がとても小さ

く、沢山の子ども達が水田に

入ると水田が見えません。お

米の苗を直線に植えるように

という説明も上の空、思い思

いに植え始めます。 

それでも子ども達は足元を泥

んこにしながら楽しそうに植

えていました。        

 

秋には収穫して自分た

ちが作ったお米でご飯

を炊くとのことでし

た。さあ、どんな味の

ご飯ができるか楽しみ

です。 

 

 

 

 

 

 

 7 月 6 日、連合自治会館で新橋自然観察クラブ主催の

「新橋の昔を語ろう・知ろう」講演会が催されました。

講師は、前新橋連合自治会会長の相原重幸氏。相原氏は

新橋で生まれ、新橋で育った生粋の新橋人で、この町の

変遷を文字通り体験してきました。 

当日は 30 名近くの来場があり、昭和初期の新橋は水

田が多かったこと、明治から昭和初期まで新橋は阿久和

村の一部であったこと、阿久和川の流れは今とは全く異

なっていたこと、そして生活様式がどのように変化して

いったかなど、古い地図や豊富な資料をもとに説明があ

り、皆さん熱心に聞いて

おられました。 

貴重なお話しと豊富

な資料の準備をありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 19 日、新橋地区社協、民児協共催で恒例の新橋

一人暮らし食事会が連合自治会館で開催されました。

今回は招待者 47 名

といつもより多く、

総勢 61 名の参加と

なりました。スタッ

フの皆さんが心を

込めて作った幕の

内弁当を和やかな

会話をしながら美

味しく頂きました。 

招待者の中に、 

新橋地区最高齢の 104

歳となる吉野さんが参

加されていました。と

てもお元気で、なんで

も一人でやれるそうで

す。お弁当も残すこと

なく食べていました。

ますますお元気で、こ 

の食事会に参加できる 

ことを願っています。 

食事の後は、区役所保健所の方が変顔や舌を出したり

顔をくしゃくしゃにしたりする顔の体操を行い、会場は

笑いの渦になりました。とても美味しく楽しい食事会で

した。 

 

 

 

 

5 月 22 日、原弥生台自治会は同自治会館で第 1 回丘

の上のお茶会が開かれました。丘の上
．．．

とは原弥生台地区

が丘の上部に位置するという意味を込めて付けられた

そうです。 

第1回目となったこの日

は 20 名が集まり、自治会

員の山岸さんによるフォ

ークギターの心地よい生

演奏が披露されました。参

加された皆様からのリク

エストに応え、「いい日旅立ち」 

など懐かしい歌を全員で歌ったり、お茶を飲みながら談

笑をして過ごしました。限られた時間でしたが、楽しく

充実したひとときで

した。後日、参加者か

らのご意見を参考に、

次回 9月頃開催を予定

していますので、是非

ご参加頂きたいと思

います。 

 

 

 

 

 

新橋の昔を語ろう知ろう講演会開催(7/6) 

 

子ども達で水田が見えません 

直線に植えるといったのに・・・ 

思ったより美味いぞ・・・ 

いつまでもお元気でネ！ 

講演中の相原氏 

相原重幸氏 

演奏中の山岸さん 

お茶会の様子 



 

 

 青い鳥に会いに行きましょう。わざわざ遠いところに

行かなくとも、空想を逞しくする必要もありません。何

しろこの青い鳥、名前をイソヒヨドリと言い、新橋町内

に住んでいるのですから。 

 初めてイソヒヨドリを見たときのこと、穏やかに凪い

だ海の方から飛んできました。美しい風景とともに今で

も鮮明に思い出します。この鳥は、もともと日本では海

岸周辺に生息していたのですが、少しずつ生息圏を内陸

部に拡大していったよう

で、今では住宅地のビルや

マンションの間を飛んで

いる姿を見かけるように

なりました。オスは頭から

胸、背、腰あたりまで青色

で、お腹が赤褐色のとても

きれいな鳥です。 

 それでも新橋町のどこ

が気に入ったのでしょう。起伏の多い地形に擁壁があり

海岸岸壁に似ているのか、家が立ち並ぶ環境が気に入っ

たのでしょうか。電信柱のてっぺんや屋根の上、お向か

いさんのテレビアンテナなどでよく見かけます。どうや

ら一年中生活しているようです。 

 

 

 

 

6 月 21 日、連合自治会館で新橋地区社協主催毎月恒例

のコミュニテイーしんばし食堂が開店しました。いつも

大人気で沢山のお客様が来場しますが、当日は特に多く

80 名近くになりました。遅れてきた人は完売を聞きあ

きらめて帰る人もいるほ

どでした。この日は子ども

さんが半数近くに達し、新

橋小学校でお知らせを出

したことが影響したよう

です。 

 この日のメニューは誰

もが大好きなミートソース 

スパゲッテイー、もちろん手作りデザート付きです。い

つもながら工夫をこらした食事を提供してくれ、スタッ

フの皆さんの苦労がし

のばれます。いつもあ

りがとうございます。

記者もこの取材（食

事？）をいつも楽しみ

にしていますよ。 

 

 

 

 

 

 

 

夕刻に囀っているのをよく耳にしますが、阿久和川でミ

ミズを咥えているのを見たことがあります。つい先日は、

雨樋から虫を咥えて出て

きました。こんな鳥です

が、最初に出会うまでのハ

ードルが少し高いかも 

 

知れません。まずは美しい

鳴き声を聞いて覚えてお

くと見つけやすいかもし

れません。青い鳥はきっと

どこかにいるはず。今この 

時、皆さんの家を訪れてい

るかもしれませんよ。 

 

 

 

 

 6 月 8 日、連合自治会館で新橋下自治会レクレーショ

ン大会が開催されました。小さな子どもからそのお母さ

ん、更にそのお母さんのお母さん世代まで、大勢の参加

者が楽しみました。 

 小さい子はお母さん

と一緒に競技をプレー

していましたが、そうい

う時には何故か的がす

すーッと動いて、ボール

が的に当たります。ニコ

ニコと役員のおじさん

がお菓子を渡しています。お菓子を渡す役員さんの方が

うれしそうです。 

 パターゴルフをお手

伝いしながら競技をみ

ていたのですが、3 回の

ショットをすべて成功

したのはわずか 3 人、う

ち 2 名は小さい子ども

を連れたお母さんでし

た。やはり母は強し。 

 

この催しは子ども会と自治会の共催で開催しており、

主として 1 階は自治会が、2 階は子ども会の元気な女性

たちが運営していました。少し残念なのはリタイア世代

の男性の参加がほとんどなかったことです。世代を超え

た交流で、是非元気を貰ってほしいですね。役員の皆様、

事前の準備本当にご苦労様でした。おかげさまでとても

楽しませてもらいました。 

しんばし食堂が大賑わい(6/21) 

新橋下自治会でレクレーション大会(6/8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悠遊散歩  第７回   「青い鳥に会いに行きましょう」  

一休みして羽繕い 

全体に青色でとても 
きれいだね 

私の美声を聞いて！ 

今日の献立 

子ども達も大満足です 

ちょっとなかなか入らないわね～ 

会館前でビンゴゲーム 



 

 

＜新橋連合自治会・泉区・他＞ 場所；連合自治会館 

〇定例理事会 : 8/23 9/27 19：00～ 

〇横浜市長選挙: 8/3 

〇連合防犯合同パトロール：8/4 

〇敬老のお祝い： 9/14 

※昨今の酷暑のため、残念ながら今年の夏祭りは中止に

なりました。 

＜新橋地区社協関係＞ 場所；連合自治会館 

〇第 3 回新橋竹灯籠祭り：8/22～24  
〇定例役員会  : 8 月休み 9/27 10：30～ 
〇しんばしカフェ: ゲームや簡単な体操でフレイル予防 
 サロン      8 月休み 9/30 9：30～11：30 

参加費 100 円           
〇しんばし子育て: 未就園児親子の交流の場です 
サロン     8 月休み 9/5 10：00～11：30 

参加費 50 円 会館２F 
〇気軽にサロン : 育児中の親子の交流の場です 

8 月休み 9/17  10：00～11:30 
参加費 50 円 

〇ふれあいサロン : 講師からパソコンを習います 
寺子屋パソコン 8/20 9/10,24  9：15～11：15 

参加費 200 円                    
〇コミュニティ  : 一緒に楽しく食事しましょう 
しんばし食堂   8/23 9/20 昼食会 
            12：00～14：00  無くなり次第終了 

           子ども100円、大人300円、お土産あり 
〇刃物研ぎサービス: 無料で刃物研ぎます  

8 月休み 9/17 10：00～11：00 
雨天中止  

〇カレーを食べる会 : 誰でも参加 OK です 
8 月休み 9/17 11:30～13：30 

             参加費 200 円  
〇新橋自習クラブ  : 無料で学習指導を行います 
          8/2,23,30 9/6,13,20,27 
       <新橋地域ケアプラザ> 15：30～17:30 
〇新橋自然観察クラブ : 新橋地区をウオーキングします 

8/10 9：00～ 阿久和川の水質と生き物調べ 
9/7  9：00～ 新橋の森の清掃と観察 

〇 新橋ホームふれあい :麻雀を通して交流の場です     
  麻雀        8/13,27 9/10,24 12:00～17:00 
        <新橋地域ケアプラザ> 参加費 100 円 
〇助けあい   ： 草取り、庭木剪定など、困りごと 
ぬくもり隊    いつでも受付。Tel;070-3823-2789  

         8 月はお休み 9 月再開 
〇新橋竹炭をつくる会：自然の中で竹炭焼き 
   竹灯籠制作ワークショップ 8/7,10,17           
〇ぴんころラジオ体操  : 健康作りのための体操しましょう 
          8 月休み 9/16 10：00～ 
       <まほろば憩いの広場>（新橋郵便局隣） 

 

 

 

    

 

 新橋地区社協では助け合い・ぬくもり隊という事業を

行っています。この事業は新橋地区の高齢者宅を中心に

困りごとなどを解決するボランティア事業です。 

 依頼物件で特に多いのは庭の整備で草刈りや庭木の

剪定ですが、その他にも網戸張り替え、重量物移動、買

い物代行など多岐にわたります。高齢化が進む中でこの

事業を頼りにしている高齢者宅が多くなっています。し

かし、ぬくもり隊の隊員自身が高齢となり、また健康上

の理由などで活動できる隊員がわずかになってしまい

事業の継続が困難になっています。新橋地区が今後も助

け合ってぬくもりのある町になるように是非皆様のお

力を貸して頂きたいと思います。 

 作業量   ： 1 回あたり２～3 時間程度 

 年間作業回数：現在 20～30 件程度ありますが、都合 

のつく時だけ参加可能 

 作業内容  ：庭の整備（草取り、草刈り、庭木の 

剪定）重量物移動、その他 

 謝礼    ：600 円/hr 程度の謝礼あり 

   

問い合わせ先：新橋地区社協携帯番号 070-3823-2789 

       又は広報部メールアドレスへ 

 
広報部連絡先メールアドレス 
shinbashi.koho2022@gmail.com  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇広報誌に関するご意見、ご要望及び自由投稿コーナ 

ーは下記メールアドレスに投稿してください。 

〇広報誌編集に興味のある方を募集しています。一緒に

やってみませんか。 

新橋連合自治会広報部メールアドレス 
 shinbashi.koho2022@gmail.com 
 

                          

編集後記  
 

８・９月の行事予定    助け合い・ぬくもり隊が存続危機  

広報誌編集委員 

 伊東 崇（新橋上）  足立伊千雄（新橋上） 

 松本正美（新橋下）  内藤道代（新橋中） 

渡辺祐二（堂山団地） 名取勝子（原弥生台） 

佐藤 大（日新団地） 大池真弓（新橋西） 

塩田恵子（第二住宅） 

 

    

新橋地区社協電話番号：070-3823-2789 

作業前 作業後 
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